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民
事
関
係
手
続
の
改
善
の
た
め
の
民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
五
十
九
回
国
会
閣
法
第

七
七
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

本
法
律
案
は
、
民
事
関
係
手
続
の
一
層
の
迅
速
化
及
び
効
率
化
等
を
図
る
た
め
、
民
事
訴
訟
手
続
等
に
お
け
る
申
立
て
等
を

電
子
情
報
処
理
組
織
を
用
い
て
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
少
額
訴
訟
債
権
執
行
制
度
の
創

設
、
不
動
産
競
売
に
お
け
る
最
低
売
却
価
額
制
度
の
見
直
し
、
扶
養
義
務
等
に
基
づ
く
金
銭
債
務
に
つ
い
て
の
間
接
強
制
制
度

の
創
設
、
公
示
催
告
手
続
の
迅
速
化
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一

民
事
訴
訟
手
続
関
係

一
、
民
事
訴
訟
手
続
等
の
申
立
て
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

民
事
訴
訟
手
続
等
に
お
け
る
申
立
て
等
の
う
ち
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
書
面
等
を
も
っ
て
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
っ
て
、
最
高
裁
判
所
が
定
め
る
裁
判
所
に
対
し
て
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
用
い
て
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
申
立
て
等
の
到
達
時
期
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
。

二
、
電
磁
的
記
録
に
よ
る
管
轄
の
合
意
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管
轄
の
合
意
は
、
書
面
の
ほ
か
、
そ
の
合
意
内
容
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
に
よ
っ
て
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二

民
事
執
行
手
続
関
係

一
、
不
動
産
競
売
手
続
に
お
け
る
最
低
売
却
価
額
制
度
の
見
直
し

最
低
売
却
価
額
を
売
却
基
準
価
額
と
し
、
こ
れ
を
二
割
下
回
る
価
額
の
範
囲
内
の
買
受
け
の
申
出
を
認
め
る
。

二
、
少
額
訴
訟
債
権
執
行
制
度
の
創
設

少
額
訴
訟
に
係
る
債
務
名
義
に
つ
い
て
は
、
地
方
裁
判
所
の
ほ
か
、
少
額
訴
訟
に
係
る
債
務
名
義
が
成
立
し
た
簡
易
裁

判
所
で
も
債
権
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
扶
養
義
務
等
に
係
る
金
銭
債
権
に
つ
い
て
の
強
制
執
行

扶
養
義
務
等
に
係
る
金
銭
債
権
に
つ
い
て
の
強
制
執
行
は
、
直
接
強
制
の
方
法
に
よ
り
行
う
ほ
か
、
債
権
者
の
申
立
て

が
あ
る
と
き
は
、
債
務
者
が
支
払
能
力
を
欠
く
た
め
に
そ
の
金
銭
債
権
に
係
る
債
務
を
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

等
を
除
き
、
間
接
強
制
の
方
法
に
よ
っ
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三

公
示
催
告
手
続
関
係

有
価
証
券
の
無
効
を
宣
言
す
る
た
め
の
公
示
催
告
の
期
間
の
下
限
を
、
現
行
の
六
か
月
か
ら
二
か
月
に
短
縮
し
、
公
示
催



- -3

告
手
続
全
体
を
決
定
手
続
に
改
め
る
。

第
四

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。


